
大瀬中学校 校長の 久保 文枝（くぼ ふみえ）です。 

生駒市で勤務して４年目、大瀬中学校 2 年目になります。 

大瀬中学校は「生徒の安全と安心」を学校経営の基盤とし、 

全教職員 One Team となって、生徒が安心して学習や活動 

ができる環境をつくるために日々努めています。 
学年の始めには「今、自分のできることをやろう」と、            

声をかけることにしています。 

できることをやらない人にならないことを自分にも言い            
聞かせながら、できることを実行する人になろう、当たり            
前のことを実行すると共に、課題に対してその時にできる             
最善を尽くし、少しでも前進することを目指して生徒と共に学んでいます。 

以下は年度初めに生徒のみなさんに伝えている内容です。 

① 今、自分のできることをやろう 

② 言葉を大切にしよう 

③ 積極的にコミュニケーションをとることでつながりをつくろう 

何事もどのようにすればできるのかよく考えて実行し、伝える相手に喜ばれる言葉

の使い手となり、一人でも二人でもたくさんの人とつながりをもち「自分らしく生き

る力」を身につけて欲しいと考えています。 

入学式では、本校の校訓「自主・友愛・創造」について式辞の中で紹介しました。

中学校での３年間が実りのある時間になることを願っています。 

「大瀬中にいる“今”を大切に」 

これは令和５年度の大瀬中学校創立４０周年記念で掲げられたスローガンです。 

本校正門からすぐ見えるところに掲げられ、毎日、登校時に出会う言葉です。ご縁あ

ってこの大瀬中学校で共に学ぶ生徒や教職員が、まさに大切にすべき“今”。この時こ

の時を常に大切にしながら、大瀬中学校のよりよい教育を生徒と教職員、そして保護

者や地域のみなさまのご協力をいただきながら一つのチームとなってつくり上げたい

と考えております。                                  

子どもと共に学び、子どもからも学ぶ教職員として、今まで積み上げてこられた伝

統をさらに発展させていく所存です。保護者の方をはじめ地域のみなさま、何卒ご理

解とご協力をお願い申し上げます。 

                     大瀬中学校長 久保 文枝   


